
科　目

担当教員 田邉 大貴 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-AM1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1 材料力学の応用問題についての理解度を定期試験で評価する．の応用問題についての理解度を定期試験で評価する．応用問題についての理解度を定期試験で評価する．についての応用問題についての理解度を定期試験で評価する．理解度を定期試験で評価する．を定期試験で評価する．定期試験で評価する．で評価する．評価する．する．
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3 異種材接合時の諸問題の理解度について，プレゼンテーションで評価する．の応用問題についての理解度を定期試験で評価する．諸問題についての理解度を定期試験で評価する．の応用問題についての理解度を定期試験で評価する．理解度を定期試験で評価する．について，プレゼンテーションで評価する．プレゼンテーションで評価する．評価する．する．

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

　

神戸市立工業高等専門学の応用問題についての理解度を定期試験で評価する．校 2021年度を定期試験で評価する．シラバス

応用材料力学の応用問題についての理解度を定期試験で評価する． (Applied Strength of Material)

機械システム工学専攻・システム工学専攻・工学の応用問題についての理解度を定期試験で評価する．専攻・1年・後期・選択・2単位【講義】

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

本講義で評価する．は本科で学習した初等材料力学の知識を基礎として，より応用的な問題に取り組ませることで解析力の充実を本科で学習した初等材料力学の知識を基礎として，より応用的な問題に取り組ませることで解析力の充実をで評価する．学の応用問題についての理解度を定期試験で評価する．習した初等材料力学の知識を基礎として，より応用的な問題に取り組ませることで解析力の充実をした初等材料力学の知識を基礎として，より応用的な問題に取り組ませることで解析力の充実を初等材料力学の応用問題についての理解度を定期試験で評価する．の応用問題についての理解度を定期試験で評価する．知識を基礎として，より応用的な問題に取り組ませることで解析力の充実をを定期試験で評価する．基礎として，より応用的な問題に取り組ませることで解析力の充実をとして，プレゼンテーションで評価する．より応用的な問題に取り組ませることで解析力の充実を応用的な問題に取り組ませることで解析力の充実をな問題に取り組ませることで解析力の充実を問題についての理解度を定期試験で評価する．に取り組ませることで解析力の充実をり応用的な問題に取り組ませることで解析力の充実を組ませることで解析力の充実をませることで評価する．解析力の応用問題についての理解度を定期試験で評価する．充実をを定期試験で評価する．
は本科で学習した初等材料力学の知識を基礎として，より応用的な問題に取り組ませることで解析力の充実をかる．また初等材料力学の知識を基礎として，より応用的な問題に取り組ませることで解析力の充実を，プレゼンテーションで評価する．実を際の構造部材の設計で重要となる接合技術について材料力学的視点から学び，接合部の諸問題についての応用問題についての理解度を定期試験で評価する．構造部材の応用問題についての理解度を定期試験で評価する．設計で重要となる接合技術について材料力学的視点から学び，接合部の諸問題についてで評価する．重要となる接合技術について材料力学的視点から学び，接合部の諸問題についてとな問題に取り組ませることで解析力の充実をる接合技術について材料力学的視点から学び，接合部の諸問題についてについて材料力学の応用問題についての理解度を定期試験で評価する．的な問題に取り組ませることで解析力の充実を視点から学び，接合部の諸問題についてから学び，接合部の諸問題について学の応用問題についての理解度を定期試験で評価する．び，プレゼンテーションで評価する．接合部の応用問題についての理解度を定期試験で評価する．諸問題についての理解度を定期試験で評価する．について
理解する．

【A4-AM1】本科で学習した初等材料力学の知識を基礎として，より応用的な問題に取り組ませることで解析力の充実をで評価する．学の応用問題についての理解度を定期試験で評価する．んだ材料力学の諸問題について理解し，応用問題を材料力学の応用問題についての理解度を定期試験で評価する．の応用問題についての理解度を定期試験で評価する．諸問題についての理解度を定期試験で評価する．について理解し，プレゼンテーションで評価する．応用問題についての理解度を定期試験で評価する．を定期試験で評価する．
解くことがで評価する．きる．

【A4-AM1】構造材料を定期試験で評価する．接合するた初等材料力学の知識を基礎として，より応用的な問題に取り組ませることで解析力の充実をめの応用問題についての理解度を定期試験で評価する．接合技術について材料力学的視点から学び，接合部の諸問題についてについて理解し，プレゼンテーションで評価する．接合部
の応用問題についての理解度を定期試験で評価する．力学の応用問題についての理解度を定期試験で評価する．について理解で評価する．きる．

接合技術について材料力学的視点から学び，接合部の諸問題についてと接合部の応用問題についての理解度を定期試験で評価する．力学の応用問題についての理解度を定期試験で評価する．に関する理解度を定期試験とプレゼンテーションでする理解度を定期試験で評価する．を定期試験で評価する．定期試験で評価する．とプレゼンテーションで評価する．
評価する．する．

【A4-AM1】異種材接合における諸問題についての理解度を定期試験で評価する．を定期試験で評価する．理解し，プレゼンテーションで評価する．説明できる．で評価する．きる．

成績は，試験は本科で学習した初等材料力学の知識を基礎として，より応用的な問題に取り組ませることで解析力の充実を，プレゼンテーションで評価する．試験で評価する．70%　プレゼンテーション30%　として評価する．する．100点から学び，接合部の諸問題について満点から学び，接合部の諸問題についてで評価する．60点から学び，接合部の諸問題について以上を合格とする．を定期試験で評価する．合格とする．とする．

「材料力学の応用問題についての理解度を定期試験で評価する．」　第3版　新装版，プレゼンテーションで評価する．黒木剛司郎／友田陽　共著（森北出版）
配布プリントプリント

「異種接合材の応用問題についての理解度を定期試験で評価する．材料力学の応用問題についての理解度を定期試験で評価する．と応力集中」，プレゼンテーションで評価する．野田尚昭，プレゼンテーションで評価する．堀田源治 ほか2名著（コロナ社）社）

材料力学の応用問題についての理解度を定期試験で評価する．（3年），プレゼンテーションで評価する．材料力学の応用問題についての理解度を定期試験で評価する．I（4年），プレゼンテーションで評価する．材料力学の応用問題についての理解度を定期試験で評価する．II（4年），プレゼンテーションで評価する．材料力学の応用問題についての理解度を定期試験で評価する．特論（5年）

履修上のの評価方法と基準
注意事項



授業の計画（応用材料力学）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 授業概要となる接合技術について材料力学的視点から学び，接合部の諸問題についての応用問題についての理解度を定期試験で評価する．説明できる．

2 本科で学習した初等材料力学の知識を基礎として，より応用的な問題に取り組ませることで解析力の充実をで評価する．学の応用問題についての理解度を定期試験で評価する．習した初等材料力学の知識を基礎として，より応用的な問題に取り組ませることで解析力の充実をした初等材料力学の知識を基礎として，より応用的な問題に取り組ませることで解析力の充実を材料力学の応用問題についての理解度を定期試験で評価する．の応用問題についての理解度を定期試験で評価する．理解度を定期試験で評価する．を定期試験で評価する．確認するための基礎的な演習を実施する．また，応用問題について解く．するた初等材料力学の知識を基礎として，より応用的な問題に取り組ませることで解析力の充実をめの応用問題についての理解度を定期試験で評価する．基礎として，より応用的な問題に取り組ませることで解析力の充実を的な問題に取り組ませることで解析力の充実をな問題に取り組ませることで解析力の充実を演習した初等材料力学の知識を基礎として，より応用的な問題に取り組ませることで解析力の充実をを定期試験で評価する．実を施する．また，応用問題について解く．する．また初等材料力学の知識を基礎として，より応用的な問題に取り組ませることで解析力の充実を，プレゼンテーションで評価する．応用問題についての理解度を定期試験で評価する．について解く．

3 本科で学習した初等材料力学の知識を基礎として，より応用的な問題に取り組ませることで解析力の充実をで評価する．学の応用問題についての理解度を定期試験で評価する．習した初等材料力学の知識を基礎として，より応用的な問題に取り組ませることで解析力の充実をした初等材料力学の知識を基礎として，より応用的な問題に取り組ませることで解析力の充実を材料力学の応用問題についての理解度を定期試験で評価する．の応用問題についての理解度を定期試験で評価する．理解度を定期試験で評価する．を定期試験で評価する．確認するための基礎的な演習を実施する．また，応用問題について解く．するた初等材料力学の知識を基礎として，より応用的な問題に取り組ませることで解析力の充実をめの応用問題についての理解度を定期試験で評価する．演習した初等材料力学の知識を基礎として，より応用的な問題に取り組ませることで解析力の充実を（熱応力）を定期試験で評価する．実を施する．また，応用問題について解く．する．また初等材料力学の知識を基礎として，より応用的な問題に取り組ませることで解析力の充実を，プレゼンテーションで評価する．応用問題についての理解度を定期試験で評価する．について解く．
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5 は本科で学習した初等材料力学の知識を基礎として，より応用的な問題に取り組ませることで解析力の充実をり応用的な問題に取り組ませることで解析力の充実をの応用問題についての理解度を定期試験で評価する．問題についての理解度を定期試験で評価する．等に関する理解度を定期試験とプレゼンテーションでする応用問題についての理解度を定期試験で評価する．について解く．

6 は本科で学習した初等材料力学の知識を基礎として，より応用的な問題に取り組ませることで解析力の充実をり応用的な問題に取り組ませることで解析力の充実をの応用問題についての理解度を定期試験で評価する．問題についての理解度を定期試験で評価する．等に関する理解度を定期試験とプレゼンテーションでする応用問題についての理解度を定期試験で評価する．について解く．

7 接合手法の分類や接合部周囲に生じる応力状態について解説する．の応用問題についての理解度を定期試験で評価する．分類や接合部周囲に生じる応力状態について解説する．や接合部周囲に生じる応力状態について解説する．接合部周囲に生じる応力状態について解説する．に生じる応力状態について解説する．じる応力状態について解説する．について解説する．

8 接合手法の分類や接合部周囲に生じる応力状態について解説する．の応用問題についての理解度を定期試験で評価する．分類や接合部周囲に生じる応力状態について解説する．や接合部周囲に生じる応力状態について解説する．接合部周囲に生じる応力状態について解説する．に生じる応力状態について解説する．じる応力状態について解説する．について解説する．

9 金属，プレゼンテーションで評価する．樹脂，プレゼンテーションで評価する．複合材料な問題に取り組ませることで解析力の充実をどの応用問題についての理解度を定期試験で評価する．異種材接合技術について材料力学的視点から学び，接合部の諸問題についてについて，プレゼンテーションで評価する．材料力学の応用問題についての理解度を定期試験で評価する．的な問題に取り組ませることで解析力の充実を知見を踏まえながら解説する．を定期試験で評価する．踏まえながら解説する．まえな問題に取り組ませることで解析力の充実をがら学び，接合部の諸問題について解説する．

10 金属，プレゼンテーションで評価する．樹脂，プレゼンテーションで評価する．複合材料な問題に取り組ませることで解析力の充実をどの応用問題についての理解度を定期試験で評価する．異種材接合技術について材料力学的視点から学び，接合部の諸問題についてについて，プレゼンテーションで評価する．材料力学の応用問題についての理解度を定期試験で評価する．的な問題に取り組ませることで解析力の充実を知見を踏まえながら解説する．を定期試験で評価する．踏まえながら解説する．まえな問題に取り組ませることで解析力の充実をがら学び，接合部の諸問題について解説する．

11 応用材料力学の応用問題についての理解度を定期試験で評価する．に関する理解度を定期試験とプレゼンテーションでする最近の文献や動向を調査し，発表する．の応用問題についての理解度を定期試験で評価する．文献や動向を調査し，発表する．や接合部周囲に生じる応力状態について解説する．動向を調査し，発表する．を定期試験で評価する．調査し，発表する．し，プレゼンテーションで評価する．発表する．する．

12 応用材料力学の応用問題についての理解度を定期試験で評価する．に関する理解度を定期試験とプレゼンテーションでする最近の文献や動向を調査し，発表する．の応用問題についての理解度を定期試験で評価する．文献や動向を調査し，発表する．や接合部周囲に生じる応力状態について解説する．動向を調査し，発表する．を定期試験で評価する．調査し，発表する．し，プレゼンテーションで評価する．発表する．する．

13 応用材料力学の応用問題についての理解度を定期試験で評価する．に関する理解度を定期試験とプレゼンテーションでする最近の文献や動向を調査し，発表する．の応用問題についての理解度を定期試験で評価する．文献や動向を調査し，発表する．や接合部周囲に生じる応力状態について解説する．動向を調査し，発表する．を定期試験で評価する．調査し，発表する．し，プレゼンテーションで評価する．発表する．する．

14 応用材料力学の応用問題についての理解度を定期試験で評価する．に関する理解度を定期試験とプレゼンテーションでする最近の文献や動向を調査し，発表する．の応用問題についての理解度を定期試験で評価する．文献や動向を調査し，発表する．や接合部周囲に生じる応力状態について解説する．動向を調査し，発表する．を定期試験で評価する．調査し，発表する．し，プレゼンテーションで評価する．発表する．する．

15 総合演習した初等材料力学の知識を基礎として，より応用的な問題に取り組ませることで解析力の充実を 応用材料力学の応用問題についての理解度を定期試験で評価する．に関する理解度を定期試験とプレゼンテーションでして，プレゼンテーションで評価する．学の応用問題についての理解度を定期試験で評価する．習した初等材料力学の知識を基礎として，より応用的な問題に取り組ませることで解析力の充実をの応用問題についての理解度を定期試験で評価する．総まとめを定期試験で評価する．行う．う．
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この応用問題についての理解度を定期試験で評価する．授業で評価する．1年間の授業の進め方，試験およびレポートの説明を行う．の応用問題についての理解度を定期試験で評価する．授業の応用問題についての理解度を定期試験で評価する．進め方，試験およびレポートの説明を行う．め方，プレゼンテーションで評価する．試験で評価する．およびレポートの応用問題についての理解度を定期試験で評価する．説明できる．を定期試験で評価する．行う．う．

材料力学の応用問題についての理解度を定期試験で評価する．に関する理解度を定期試験とプレゼンテーションでする演習した初等材料力学の知識を基礎として，より応用的な問題に取り組ませることで解析力の充実を(1)

材料力学の応用問題についての理解度を定期試験で評価する．に関する理解度を定期試験とプレゼンテーションでする演習した初等材料力学の知識を基礎として，より応用的な問題に取り組ませることで解析力の充実を(2)

材料力学の応用問題についての理解度を定期試験で評価する．に関する理解度を定期試験とプレゼンテーションでする演習した初等材料力学の知識を基礎として，より応用的な問題に取り組ませることで解析力の充実を(3) 本科で学習した初等材料力学の知識を基礎として，より応用的な問題に取り組ませることで解析力の充実をで評価する．学の応用問題についての理解度を定期試験で評価する．習した初等材料力学の知識を基礎として，より応用的な問題に取り組ませることで解析力の充実をした初等材料力学の知識を基礎として，より応用的な問題に取り組ませることで解析力の充実を材料力学の応用問題についての理解度を定期試験で評価する．の応用問題についての理解度を定期試験で評価する．理解度を定期試験で評価する．を定期試験で評価する．確認するための基礎的な演習を実施する．また，応用問題について解く．するた初等材料力学の知識を基礎として，より応用的な問題に取り組ませることで解析力の充実をめの応用問題についての理解度を定期試験で評価する．演習した初等材料力学の知識を基礎として，より応用的な問題に取り組ませることで解析力の充実を（エネルギー原理を定期試験で評価する．用いた初等材料力学の知識を基礎として，より応用的な問題に取り組ませることで解析力の充実を解法の分類や接合部周囲に生じる応力状態について解説する．）を定期試験で評価する．実を施する．また，応用問題について解く．する．また初等材料力学の知識を基礎として，より応用的な問題に取り組ませることで解析力の充実を，プレゼンテーションで評価する．応用問題についての理解度を定期試験で評価する．について
解く．

材料力学の応用問題についての理解度を定期試験で評価する．に関する理解度を定期試験とプレゼンテーションでする演習した初等材料力学の知識を基礎として，より応用的な問題に取り組ませることで解析力の充実を(4)

材料力学の応用問題についての理解度を定期試験で評価する．に関する理解度を定期試験とプレゼンテーションでする演習した初等材料力学の知識を基礎として，より応用的な問題に取り組ませることで解析力の充実を(5)

接合部の応用問題についての理解度を定期試験で評価する．材料力学の応用問題についての理解度を定期試験で評価する．(1)

接合部の応用問題についての理解度を定期試験で評価する．材料力学の応用問題についての理解度を定期試験で評価する．(2)

接合部の応用問題についての理解度を定期試験で評価する．材料力学の応用問題についての理解度を定期試験で評価する．と接合技術について材料力学的視点から学び，接合部の諸問題について(1)

接合部の応用問題についての理解度を定期試験で評価する．材料力学の応用問題についての理解度を定期試験で評価する．と接合技術について材料力学的視点から学び，接合部の諸問題について(2)

応用材料力学の応用問題についての理解度を定期試験で評価する．に関する理解度を定期試験とプレゼンテーションでするプレゼンテーション(1)

応用材料力学の応用問題についての理解度を定期試験で評価する．に関する理解度を定期試験とプレゼンテーションでするプレゼンテーション(2)

応用材料力学の応用問題についての理解度を定期試験で評価する．に関する理解度を定期試験とプレゼンテーションでするプレゼンテーション(3)

応用材料力学の応用問題についての理解度を定期試験で評価する．に関する理解度を定期試験とプレゼンテーションでするプレゼンテーション(4)

備など）
考

本科で学習した初等材料力学の知識を基礎として，より応用的な問題に取り組ませることで解析力の充実を目の修得には，の応用問題についての理解度を定期試験で評価する．修得には，には本科で学習した初等材料力学の知識を基礎として，より応用的な問題に取り組ませることで解析力の充実を，プレゼンテーションで評価する．30 時の諸問題の理解度について，プレゼンテーションで評価する．間の授業の進め方，試験およびレポートの説明を行う．の応用問題についての理解度を定期試験で評価する．授業の応用問題についての理解度を定期試験で評価する．受講と 60 時の諸問題の理解度について，プレゼンテーションで評価する．間の授業の進め方，試験およびレポートの説明を行う．の応用問題についての理解度を定期試験で評価する．事前・事後自己学の応用問題についての理解度を定期試験で評価する．習した初等材料力学の知識を基礎として，より応用的な問題に取り組ませることで解析力の充実をが必要となる接合技術について材料力学的視点から学び，接合部の諸問題についてで評価する．ある．
後期定期試験で評価する．を定期試験で評価する．実を施する．また，応用問題について解く．する．
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